
『松本清張短編全集７ 鬼畜』昭和39（1964）年 
光文社カッパ・ノベルス
「鬼畜」は、「別冊文藝春秋」昭和32（1957）年４月号に掲載された。

現在入手しやすい本
『張込み 傑作短編集５』新潮文庫、
松本清張全集36巻など
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劇団前進座朗読劇「点と線」を実施しました  
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録
再

光浦靖子さん手作りの「清張似顔絵ブローチ」を展示しました

令和 2年 12 月 11 日から
令和 3年 1月 11 日まで

 企画展「直筆原稿で見る――『点と線』のダイナミズム（令和２年 9

月 11 日～令和 3 年 1 月 11 日開催）」会場内にタレントの光浦靖子さ

ん手作りの「清張似顔絵ブローチ」を展示いたしました。その出来栄え

に来場者の皆さんが感動し、笑顔になっていました。

 女性芸人きっての読書家で、自作の俳句が歳時記
※
に採録されたり、

手芸本を出版するなど、その才能を多方面に発揮する光浦さん。思い

出深い清張作品は「点と線」とのこと。高校生の時、先生が「点と線て、

いいタイトルだろう？点が線になるって」としみじみ語っていて、読

んでみようかなと思ったことが清張作品との出会いだったそうです。

 ）社メツナ（』記時歳句俳るかわくよ ーラカルーオ版ィデンハ『※

 北九州市で開催中の『東アジア文化都市北九州』の事業と

して、また、企画展「直筆原稿で見る――『点と線』のダイナ

ミズム」関連イベントとして実施しました。80 名の皆さん

が朗読劇「点と線」を堪能しました。

◆日時 令和 2年 11 月 3日（火・祝）18：00 ～

◆場所 門司赤煉瓦プレイス・赤煉瓦交流館

    （北九州市門司区）
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木々高太郎からの葉書
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友の会 活動報告

 松本清張記念館友の会は8月1日～翌7月31日を1年度として、文学散歩や清
張サロン、講演会、生誕祭、「友の会だより」の発行、記念館に関する情報提供な
ど多彩な事業を展開しています。
 年会費は3,000円です。皆様のご入会を心よりお待ちしています。

● 友の会会員 更新のお知らせと新規会員募集 ● 友の会入会のお申込は、
松本清張記念館友の会事務局まで

TEL.093-582-2761

● 清張サロン

●劇団前進座朗読劇「恋情」

日　時：令和２年１２月１９日（土）１４：３０～１６：３０
会　場：北九州市立生涯学習総合センター  3階ホール

 清張作品や清張に関する話題をテーマに講演や意見交
換を行う清張サロン。昨年10月の清張サロンでは、開催中
の企画展「直筆原稿で見る――『点と線』のダイナミズム」
について、栁原学芸員が講演を行いました。
 松本清張の推理小説家としての地位を確立した代表作
「点と線」の直筆原稿を展示替えを行いながら所蔵する全
てを展示するというコンセプトや、「点と線」が当時の出版
界や読者に与えたインパクトについて解説しました。

 春の恒例事業となっている劇団前進座朗読劇は、コロナ禍のため秋の実

施となりました。17回目となる今回の演目は「恋情」でした。明治時代を舞

台に、小さな藩主の跡取りと本家の娘との切なくも数奇な運命を描いた小

説です。「前進座の皆さんの熱演と脚本に感動、感嘆しました」、「“待つ”こ

との美しさ、ひたむきさに惹かれました」などの感想が寄せられました。

● 生誕祭

日　時：令和２年１０月８日（木）１４：００～１５：３０
会　場：松本清張記念館　地階　オープンスペース
テーマ：直筆原稿で見る 「̶点と線」のダイナミズム
講　師：栁原暁子学芸員

日　時：令和２年10月17日（土）19：00 ～ 20：20（参加者55名）
会　場：松本清張記念館　屋外特設スタンド

小説に描かれた考古学世界の理想と現実―松本清張と以後の小説―

絹畠 歩（奈良県立橿原考古学研究所主任研究員）

韓国における社会派推理小説の受容とその変容―松本清張と森村誠一を中心に

安慧娟（韓国成均館大学）

松本清張研究奨励事業入選企画

企画名

企画名

入選者

入選者

清張が描いた考古学作品の変化と背景を明らかにし、考古学と大衆文化の関係に迫る研究と、韓国での社会派推理
小説の受容過程を論評や広告等の分析を通して明らかにする研究で　共に成果が期待されます。

文藝春秋第一文藝部部長 田中光子さん

ト
ス
ニ
リ
オ
イ
バ

ん
さ
み
ぐ
め
崎
尾

れんじょう

（参加者24名）

第22回 

　松本清張の111回目の誕生日を、友の会会員でお祝いす
る「生誕祭」を開催しました。北九州市内外で幅広く活
躍しているバイオリニストの尾崎めぐみさんによるミニ
コンサートと文藝春秋文藝出版局第一文藝部部長の田中
光子さんによる講演会を行いました。講演では、松本清
張担当編集者としてヨーロッパへの取材旅行に同行した
時のお話やその取材の成果が短編集『草の径』に結実し
たことなど、間近に接してきた田中さんならではの貴重
なお話をうかがうことができました。
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リバーウォーク
北九州

り
通
張
清

平和通

勝山通り

京町銀天街

小文字通り

松本清張
記念館

JR
西小倉駅

JR
小倉駅

北九州
市役所

小倉城
庭園

ホテルクラウン
パレス小倉

ステーション
ホテル小倉

リーガロイヤル
ホテル小倉

小倉リーセント
ホテル

小倉城・松本清張
記念館前 井筒屋

文学サロン
小倉城

北九州市立
中央図書館

北九州市立
文学館

北九州都市
高速道路JR鹿児島本線

JR日豊本線

街
天
銀
町
魚

JR山陽新幹線

小倉北
警察署

勝山公園

川
紫

制 作　有限会社シーズ

午前9：30～午後6：00（入館は午後5：30まで）
年末（12月29日～12月31日）、館内整理日
一　般／600円（480円）　中・高生／360円（280円）
小学生／240円（190円）　（　）は30人以上の団体

北九州市印刷物登録番号 第2009133 A号

こども図書館

https://www.seicho-mm.jp

■ 応募対象　全国の中学生・高校生

■ 応募方法

■ 応募締切    令和3年9月30日（木） ※当日消印有効

令和3年度

中学生・高校生 読書感想文コンクール

■ 選  考 松本清張記念館内の選考委員会により選考します。

■ 発  表

■ 賞（受賞人数等変更の場合もあります。）
○最優秀賞（１人）

○優秀賞（中学の部…１人）（高校の部…１人）

○佳 作（中学の部…３人）（高校の部…３人）

※応募用紙は記念館HPからダウンロードできます。

応 募 先
問い合わせ

〒803-0813 北九州市小倉北区城内２番３号 松本清張記念館 読書感想文コンクール係
 TEL 093-582-2761 FAX 093-562-2303

日付 主催者・会場等

講演に行ってきました

　北九州市では12月まで「東アジア文化都市北九州」が
開催されています。当館においても清張と東アジアに注目した企画展の
秋季開催に向けて準備を進めています。2010年に開催した企画展「松
本清張と東アジア－描かれた〈東アジア・東南アジア〉読まれる〈清張〉」
の続編として、近年の韓国と中国での清張作品の読まれ方や清張が歩
いた東アジアの風景を紹介したいと思います。ご期待ください。

（Ｍ.Ｍ）

■ 『地図で読む松本清張』
（帝国書院）1,800円（税別）

■ 課題図書　中学生・高校生ともに下記から１作品
「球形の荒野」（『球形の荒野』上・下 文春文庫）
「高校殺人事件」（『高校殺人事件』光文社文庫）
「恋情」（『西郷札』新潮文庫）

若年層に清張作品に親しんでもらうとともに、表現力を学び、豊かな心を育む契機と
なればという思いから始まりました。
新時代を切り開く若者達へ、探求の人・松本清張の精神の伝達を働きかけるものです。

最優秀賞、優秀賞の受賞者には、11月中旬頃、本人と学校に通知し後日
表彰式を行います。なお、入選の結果は、当館発行の「館報」で発表する予
定です。その場合、著作権は松本清張記念館に帰属します。

※なお、最優秀賞は中学の部、高校の部で各１回ずつの受賞と限
らせていただきます。最優秀賞受賞後の応募も歓迎します。すで
に受賞した人からの応募作品が賞に該当する場合は〈特別賞〉と
して当館発行の「館報」掲載を予定しています。

○中学生、高校生ともに1200 ～ 2000字程度の読書感想文を
 書き、応募用紙に添えて提出してください。

○手書き、ワープロどちらでも結構です。ただし全体の字数がわか
 るように応募用紙に１行の字数×行数を記入してください。

○原稿は自作で未発表のものに限ります。なお応募原稿はお返し
 いたしませんので必要な人はコピーをおとりください。

『地図で読む松本清張』
【編集協力:松本清張記念館】

●編集後記●

　『松本清張地図帖』の
発行元・帝国書院か

ら、「地図帖」を大幅に

加筆、内容・装丁とも

一新した『地図で読む

松本清張』が発行されま

した。版型もA5 版と

コンパクトになってい

ます。  

ミュージアムショップ

でも発売中です。

北九州市立大学
小倉南図書館
泉台市民センター
北九州市観光案内ボランティア小倉地区会勉強会
北九州市立年長者研修大学校穴生学舎研修
赤坂市民センター
北九州市立年長者研修大学校穴生学舎研修

7/14
11/13
11/20
1/13
1/22
1/27
2/5


